
オ
ル
タ
ナ
急
増
で
様
変
わ
り
し
た

企
業
年
金
の
運
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

国
内
債
券
に
代
わ
り
オ
ル
タ
ナ
投
資
が
増
え
る
な
か
、

新
た
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
管
理
枠
組
み
も

Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
ア
セ
ッ
ト
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

グ
ロ
ー
バ
ル
運
用
商
品
部

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト

國
京 

彬

企
業
年
金
の
運
用
成
績
は
プ
ラ
ス
リ
タ
ー
ン
が
お
お
む
ね
続
い
て
お
り
、
安
定
志
向
が
継
続
し
て

い
る
。
他
方
で
、
先
行
き
の
市
場
警
戒
感
や
運
用
難
な
ど
か
ら
、「
脱
国
内
債
券
」
の
受
け
皿
と
し

て
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
投
資
が
如
実
に
増
加
し
て
お
り
、
伝
統
４
資
産
を
中
心
と
す
る
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
が
変
化
し
て
い
る
。
オ
ル
タ
ナ
投
資
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
低
相
関
」
と
「
低
流
動
性
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。

変
化
迫
ら
れ
る
企
業
年
金

特集オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
が 

脱
国
内
債
の
受
け
皿
に

企
業
年
金
の
運
用
成
績
は
プ
ラ
ス

リ
タ
ー
ン
が
お
お
む
ね
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
剰
余
が
積
み

上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
予
定
利

率
や
期
待
リ
タ
ー
ン
も
引
き
下
げ
て

い
る
の
で
、「
無
理
し
な
く
て
い

い
」
も
し
く
は
「
い
か
に
剰
余
を
温

存
す
る
か
」
と
い
う
安
定
志
向
の
も

と
、
多
く
の
企
業
年
金
が
保
守
的
な

運
用
方
針
を
と
っ
て
い
る
。

弊
社
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
「
企

業
年
金
運
用
動
向
調
査
」（
以
下
、

調
査
）
を
行
っ
て
い
る
。
調
査
開
始

以
降
、
極
め
て
低
い
金
利
水
準
が
続

く
中
で
、
予
定
利
率
は
顕
著
に
低
下

し
て
い
る
。
18
年
調
査
で
は
全
体
平

均
が
２
・
32
％
で
、
１
％
台
の
企
業

年
金
が
全
体
の
13
％
を
占
め
る
ま
で

に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
予
定
利
率

の
引
下
げ
を
検
討
中
の
企
業
年
金
が

全
体
の
７
％
あ
り
、
今
後
１
〜
２
年

は
緩
や
か
に
引
き
下
が
る
傾
向
が
続

く
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
引
上
げ
を

検
討
し
て
い
る
企
業
年
金
は
ゼ
ロ
だ
。

本
誌
16
年
８
月
８
日
号
に
、「
脱

・
国
内
債
券
も
、
リ
ス
ク
性
資
産
へ

の
投
資
は
道
半
ば
」
と
書
い
た
。
こ

の
状
況
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、

こ
の
寄
稿
で
は
リ
ス
ク
性
資
産
＝
株

式
と
定
義
し
て
書
い
た
が
、
資
産
割

合
が
如
実
に
増
え
て
い
る
の
は
株
式

で
は
な
く
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
（
オ

ル
タ
ナ
）
投
資
で
あ
る
。
そ
の
オ
ル

タ
ナ
投
資
で
は
、
国
内
株
式
や
国
内

債
券
の
代
替
と
し
て
、
確
実
に
予
定

利
率
を
達
成
で
き
る
安
定
資
産
を
求

め
て
い
る
。
こ
れ
が
、
今
の
企
業
年

金
の
姿
だ
。

米
国
の
景
気
拡
大
が
後
期
に
入
る

な
か
、
株
式
の
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
高
水
準
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

米
国
を
中
心
に
利
上
げ
が
継
続
中
で

あ
り
、
金
利
上
昇
（
債
券
価
格
下

落
）
懸
念
も
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
る
。

つ
ま
り
、
個
別
資
産
へ
の
単
体
の
投
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「
中
か
ら
で
は
変
え
ら
れ
な
い
」

　

６
月
28
日
、
ス
ル
ガ
銀
行
の
株
主
総
会
。
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
融
資
に
絡
ん
で
岡
野
光
喜
会
長
が
初
め

て
公
の
場
に
現
わ
れ
謝
罪
し
た
が
、
議
案
と
な
っ

た
岡
野
会
長
の
取
締
役
選
任
の
賛
成
割
合
は
対
象

者
中
最
低
の
71
・
３
％
。
怒
号
と
「
動
議
！
」
の

声
が
や
ま
ぬ
な
か
、
会
長
再
任
を
含
む
議
案
は
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
閉
会
し
た
。

　

そ
の
株
主
総
会
の
前
週
、
社
外
取
締
役
・
社
外

監
査
役
の
候
補
者
が
自
発
的
に
集
ま
り
、
独
立
し

た
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。「
企
業

文
化
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
委
員
会
（
改
革
委
）」

で
あ
る
。
取
締
役
・
執
行
役
員
等
の
人
事
・
報
酬

や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
に
つ

い
て
取
締
役
会
に
対
し
勧
告
を
行
い
、
そ
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
も
監
視
す
る
組
織
だ
。「
組
織
を

変
え
る
た
め
に
は
社
内
中
心
で
は
何
も
で
き
な
い

と
考
え
た
」。
改
革
委
の
委
員
長
で
、
社
外
取
締

役
の
木
下
潮
音
弁
護
士
は
話
す
。

　

改
革
委
は
、
社
外
取
締
役
・
社
外
監
査
役
が
７

名
、
社
内
の
取
締
役
が
米
山
明
広
社
長
を
含
む
３

名
の
計
10
名
で
構
成
さ
れ
る
。
会
社
法
上
、
ス
ル

ガ
銀
行
は
監
査
役
設
置
会
社
で
あ
り
、
改
革
委
に

法
律
上
の
統
治
機
能
は
な
い
。
し
か
し
、
全
取
締

役
11
名
の
う
ち
７
名
が
改
革
委
に
名
を
連
ね
て
お

り
、
取
締
役
会
も
そ
の
意
見
を
尊
重
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
同
じ
社
内
組
織
と
し
て
す
で
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
危
機
管
理
委
員
会
」
と
も
連
携
し
て
お

り
、
改
革
委
は
実
質
的
に
指
名
・
報
酬
委
員
会
と

同
等
の
権
限
を
有
す
る
。
ま
た
、
ス
ル
ガ
銀
行
と

し
て
も
、「
金
融
庁
の
業
務
改
善
命
令
は
重
い
処

分
が
予
想
さ
れ
、
内
容
を
見
て
か
ら
改
善
計
画
を

準
備
す
る
の
で
は
１
カ
月
以
内
の
提
出
期
限
に
間

に
合
わ
な
い
。
あ
る
程
度
先
ん
じ
て
手
を
打
っ
て

お
く
必
要
が
あ
る
」（
同
行
関
係
者
）
と
考
え
た

よ
う
だ
。
一
連
の
不
祥
事
に
対
す
る
自
浄
作
用
が

よ
う
や
く
働
き
始
め
た
。

「
忠
臣
」
ゆ
え
の
暴
走

　

実
は
、
当
初
案
で
は
改
革
委
の
名
称
は
「
ガ
バ

ナ
ン
ス
改
革
委
員
会
」
だ
っ
た
。「
企
業
文
化
」

を
加
え
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

ス
ル
ガ
銀
行
の
本
拠
地
が
あ
る
静
岡
県
は
、
大

き
く
東
部
・
西
部
・
中
部
・
伊
豆
に
分
か
れ
、
エ

リ
ア
ご
と
の
独
立
性
が
高
く
、
か
つ
多
く
の
地
元

金
融
機
関
を
擁
し
て
い
る
。
地
銀
だ
け
で
も
静
岡

銀
行
、
ス
ル
ガ
銀
行
、
清
水
銀
行
、
静
岡
中
央
銀

行
が
ひ
し
め
き
、
預
金
残
高
約
１
・
６
兆
円
を
抱

え
る
浜
松
信
用
金
庫
を
は
じ
め
、
静
岡
県
信
用
金

庫
協
会
に
属
す
る
信
金
は
12
金
庫
を
数
え
る
。

　

こ
の
４
分
割
さ
れ
る
エ
リ
ア
の
う
ち
、
岡
野
喜

太
郎
が
東
部
・
沼
津
の
地
に
１
８
８
７
年
に
設
立

し
た
「
共
同
社
」
が
、
ス
ル
ガ
銀
行
の
前
身
だ
。

岡
野
家
は
太
平
洋
戦
争
中
、
政
府
に
よ
る
地
銀
合

併
方
針
「
一
県
一
行
主
義
」
を
拒
絶
し
、
独
立
性

を
維
持
し
た
ま
ま
地
域
に
君
臨
し
て
き
た
。
岡
野

光
喜
氏
が
頭
取
と
な
っ
た
の
は
１
９
８
５
年
。
２

０
１
６
年
に
会
長
に
退
い
た
後
も
、
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
絶
対
的
な
権
力
を
保
持
し
て
き
た
。

　

岡
野
家
の
影
響
力
は
絶
大
で
あ
り
、
そ
の
求
心

力
は
地
域
か
ら
社
員
に
ま
で
及
ぶ
。
岡
野
会
長
は

70
歳
過
ぎ
で
、
役
員
は
50
〜
60
代
と
い
う
世
代
ギ

ャ
ッ
プ
も
あ
り
、
業
務
運
営
に
関
し
て
具
申
で
き

る
者
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
実
質
の
現
場
ト
ッ
プ

は
営
業
部
門
を
仕
切
っ
て
い
た
岡
野
会
長
の
実
弟
、

岡
野
喜
之
助
氏
（
16
年
に
死
去
）。
喜
之
助
氏
が

営
業
推
進
と
取
引
先
チ
ェ
ッ
ク
を
一
手
に
担
い
、

本
来
ブ
レ
ー
キ
役
を
果
た
す
は
ず
の
審
査
部
門
や

ス
ル
ガ
銀
行
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
関
連
融
資
に
端
を
発
す
る
不
祥
事
の
全
貌
が
見
え
て
き
た
。
審

査
資
料
改
竄
な
ど
に
よ
る
不
適
切
融
資
の
手
法
は
不
動
産
案
件
全
般
に
及
ぶ
と
さ
れ
、
第
三
者

委
員
会
の
報
告
を
踏
ま
え
て
金
融
庁
の
重
い
処
分
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
ス
ル
ガ

銀
行
で
は
行
政
処
分
に
先
ん
じ
て
自
ら
「
患
部
」
を
あ
ぶ
り
出
そ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
い
る
。

融
資
手
法
や
コ
ン
プ
ラ
体
制
で
は
な
く
、「
企
業
文
化
」
を
改
革
す
る
動
き
だ
。
不
祥
事
の
温
床

と
な
っ
た
ス
ル
ガ
銀
行
の
文
化
は
ど
の
よ
う
に
し
て
醸
成
さ
れ
、
何
を
改
革
す
べ
き
な
の
か
。

「
岡
野
城
」
が
遂
に
開
城
、

ス
ル
ガ
銀
行
改
革
の
本
丸
と
は
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「
コ
ア
業
務
純
益
」
偏
重
主
義
の
終
焉
と

地
域
金
融
機
関
の
あ
る
べ
き
対
応

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
応
じ
た

本
業
利
益
指
標
の
選
択
を

和
キ
ャ
ピ
タ
ル
　

専
務
取
締
役　

伊
藤 

彰
一

地
域
金
融
機
関
の
中
核
的
な
収
益

と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
き
く
分
け
て

三
つ
あ
る
。
第
１
に
、
地
域
か
ら
の

預
金
を
地
域
中
小
企
業
等
へ
貸
し
出

し
て
収
益
を
得
る
預
貸
ビ
ジ
ネ
ス
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
地
域
金
融
機
関

の
本
業
で
あ
る
。
第
２
に
、
預
金
を

有
価
証
券
で
運
用
す
る
市
場
運
用
ビ

ジ
ネ
ス
。
た
だ
し
、
有
価
証
券
運
用

を
本
業
と
位
置
付
け
る
か
は
考
え
方

が
分
か
れ
る
。
後
述
す
る
と
お
り
、

コ
ア
業
務
純
益
と
の
関
係
も
極
め
て

中
途
半
端
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

第
３
に
、
手
数
料
と
し
て
収
益
を
得

る
役
務
ビ
ジ
ネ
ス
。
こ
れ
は
さ
ら
に

細
分
化
さ
れ
、
振
込
手
数
料
や
Ａ
Ｔ

Ｍ
手
数
料
な
ど
の
決
済
ビ
ジ
ネ
ス
、

投
資
信
託
や
保
険
商
品
の
販
売
で
手

数
料
を
得
る
金
融
商
品
販
売
ビ
ジ
ネ

ス
、
大
規
模
な
法
人
貸
出
の
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
化
な
ど
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

法
人
手
数
料
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
表
１
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
ビ
ジ

ネ
ス
と
主
要
費
目
と
の
関
係
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
コ
ス
ト
の
う
ち
営

業
経
費
は
、
い
ず
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

行
う
た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
一

方
、
預
金
支
払
利
息
は
、
預
貸
ビ
ジ

ネ
ス
と
市
場
運
用
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う

た
め
の
費
用
と
な
る
。
営
業
経
費
は

投
入
時
間
や
利
用
状
況
に
応
じ
て
、

預
金
支
払
利
息
は
残
高
に
応
じ
て
各

三
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

コ
ア
業
務
純
益

地
域
金
融
機
関
の
経
営
で
重
視
さ
れ
て
い
る
利
益
指
標
に
コ
ア
業
務
純
益
が
あ
る
。
本
業
の
収
益
力
を
示
す
指
標

と
さ
れ
、
経
営
計
画
の
中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
金
融
行
政
で
も
注
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
時

代
が
変
化
す
る
中
で
、
コ
ア
業
務
純
益
へ
の
偏
重
は
中
長
期
の
経
営
健
全
性
を
損
な
い
か
ね
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、

一
律
に
コ
ア
業
務
純
益
を
本
業
利
益
指
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
各
金
融
機
関
の
目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
合

致
し
た
本
業
利
益
指
標
を
選
択
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
按
分
す
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

金
融
機
関
の
三
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

コ
ア
業
務
純
益
と
の
関
係
を
見
る
と
、

ま
ず
役
務
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
コ
ア
業

務
純
益
と
の
関
係
は
極
め
て
シ
ン
プ

ル
で
あ
り
、
す
べ
て
の
収
益
や
費
用

が
コ
ア
業
務
純
益
に
反
映
さ
れ
る
。

一
方
、
預
貸
ビ
ジ
ネ
ス
と
市
場
運
用

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
コ
ア
業
務
純
益
に

含
ま
れ
な
い
収
益
や
費
用
が
存
在
す

る
。
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